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シンプルなシステム構成で
利用コストを抑えているため、
電子申請を開始するのに最適

電子申請受付システムは、一般財団法人建築行政情報センター（ICBA）が国土交通省の建築情報システム高度化
促進事業によって開発した、建築確認電子申請の受付窓口を開設するためのシステムです。

№ 項⽬ 初期費 備考
① 申請者端末 ウェブブラウザソフト　Chrome,Firefox,Edge,Safari 申請者
② インターネット ポート443（プロトコル：HTTPS） 申請者
③ 共用WEBサーバ セコムトラストシステムズ㈱のクラウドサーバに構築 ICBA

④ インターネット

ポート443（プロトコル：HTTPS）
受付サーバから共用ＷＥＢサーバに向けてSSLセッションを張るため、外部発信の通信は発生
しない（受付サーバが停止すれば、共用WEBサーバ側もサービス停止となる）。特にVPN等
の構築は不要。

審査者

⑤ 受付サーバ

OS：Windows Server 2016/2019（各64bit）
CPU：Xeon E5-2420　1.9GHｚ/6core程度 ※2core以上
RAM：6GB（16GB以上推奨）
HDD：300GB SAS HDD×3（7,200 rpmでも可）
RAID5(1Raidグループ)推奨
外付HDD：2TB(RAID1対応) ※申請データ保存用
光学ドライブ：SATA　DVD-ROM
LAN：1000BASE-T×1　以上
表計算ソフト：MicrosoftExcel2010以降（リモート保守用）
その他：SQL Server 2014/2016/2017/2019 Standard Edition
.NET Framework 4.8
TeamViewer無償版（リモート保守用）

審査者

⑥ イントラネット ポート445（プロトコル：SMB） 審査者

⑦ 審査者端末

OS：Windows8以降
CPU：Core i3以上推奨
RAM：4GB以上推奨
HDD：150GB以上推奨
光学ドライブ：SATA　DVD-ROM
.NET Framework 4.8
PDF閲覧用ソフト

審査者

⑧ インターネット ポート5938（Team Viewer用）及びポート443（プロトコル：HTTPS） ICBA

▶電子申請のためにより充実した機能を実装した、「NICE WEB申請システム」へのアップグレードが行えます。
▶「電子申請受付システム」を2年以上ご利用ののち「NICE WEB申請システム」へアップグレードする場合は、
　初期費用が通常価格の30％引きとなります。
　※詳細は、株式会社エシェンツ・ジャパン（ Tel：06-6535-4270）までお問合せください。

▶お問合せ 一般財団法人建築行政情報センター　企画部 企画課
 E-Mail：file-kikaku@icba.or.jp　　Tel：03-5225-7706
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NICE WEB 申請システムへのアップグレード



電子申請受付システムは、インターネット上で申請者がウェブブラウザにより利用者登録し、確認申請等のデータ
を送信することで、特定行政庁又は指定確認検査機関が電子申請として受付を行うシステムです。受付後のデータ
は、受付サーバ上で進行管理・保存を行います。 申請者

審査者

利用者登録

利用者承認

申請者は、審査者のWEBサイトより利用者登録し、審査者の利用者承
認によって電子申請の専用アカウントを取得します。審査者は、設計事
務所の取引実績等を踏まえて利用者承認します。
確認申請前に取得した専用アカウントは、当該物件に係る検査申請等の
手続のほか、他の物件の申請手続においても継続して利用できます。

申請者

審査者

申請

受理・審査

申請者は提出書類一式をPDFファイルで作成し、専用アカウントでログ
インした申請者専用ページからアップロードすることにより申請が完
了します。審査者はアップロードされたPDFファイルに必要な書類・図
面が揃っているか等を確認し、必要に応じて手数料納付状況を確認して
受理し、審査を開始します。

申請者

審査者

補正申請

補正申請受理

審査者より補正依頼があった場合は、補正書類を申請者専用ページから
アップロードします。申請側の当該物件担当者が複数である場合は、申
請者が専用ページへのアクセス権を他の担当者に許諾することにより、
審査中の最新図面を審査者も含めて常に共有しながら補正を進めるこ
とができます。補正履歴も随時参照可能です。

審査者

申請者

審査終了・
済証交付

確認済証受取

審査が終わったら、審査者は確認済証を作成するとともに、受付システ
ムに保存されたPDFファイルに審査済みスタンプを付加し、これをその
まま副本とします。申請者は、審査者からの審査済み連絡を受け、郵送
又は窓口手渡しにて確認済証を受け取ります。副本は申請者専用ページ
からダウンロードすることにより取得します。

申請者 確認申請で利用した申請者専用ページから中間・完了検査申請を追加
し、提出書類一式をアップロードすることで申請します。

審査者 審査者は提出書類を受理後、現場検査を実施します。検査の結果、追加
説明書等が必要となった場合は、申請者が申請者専用ページから追加書
類をアップロードします。

申請者 申請者は、審査者から検査合格の連絡を受け、郵送又は窓口手渡しにて
中間検査合格証・検査済証を受け取ります。

 ■ 建築確認申請

 ■ 中間・完了検査申請

 ■ 費用

№ 項⽬ 初期費 運用費⽉額 備考

1 電⼦申請受付システム 200,000円 30,000円/⽉ 消費税別

2 共用WEBサーバ なし 9,000円/⽉ 消費税別

その他
受付サーバ機器
（調達・構築・運用保守）

審査者調達 審査者調達
ICBAでは、受付サーバ機器の調達や
構築、運用保守は承っておりません。

▶セットアップ手順
① 受付サーバ（セキュリティ機器やバックアップ機器を含む）を審査者にて調達いただきます。（「動作環境」参照）
② ICBAにて、共用WEBサーバ及び受付サーバにソフトウェアをインストールし、両サーバを接続します。
③ 共用WEBサーバのURLを公開することにより、電子申請の受付を開始します。
 受付サーバのソフトウェア保守は、ICBAサポートが遠隔によるリモート操作にて行います。

申請書アップロード
副本ダウンロード

電子データ
を中継

利用者登録管理
受理データ管理
更新履歴管理等
申請データ保存

リモート
保守
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ICBAサポート

特定行政庁内／指定確認検査機関内

全体構成 操作の流れ

画面イメージ

申請

中間・完了検査

合格証・
検査済証受取

申請者（建築士事務所）単位
で提出物件と申請履歴及び
審査状況を共有

申請図書の最新版を共有 申請履歴・質疑応答履歴
をチャット形式で共有


